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都市域氾濫解析モデルを用いた東京東部低平地
における浸水・氾濫リスクに関する研究
STUDY ON THE FLOOD INUNDATION ASSESSMENT IN LOWLAND
AREAS OF EAST TOKYO





The purpose of this study is to examine the ﬂood inundation assessment in lowland ereas of
east Tokyo. Flood inundation simulations were performed using an urban ﬂood analysis model. It
forecated ﬂood inundation in the lowland area based of many rainfall cases. Results show that there
are vulnerable areas against ﬂood damage in lowland ereas of east Tokyo. It was also show that the
situation of ﬂood inundation based on quantiﬁcation of ﬂood volume and ﬂooded area. The risk of
ﬂood inundation was assessde from compare the impacts of diﬀerent rainfall.












































































































計算時間間隔 1.0 s 　
運河・砂町運河上にとることにした．東西 6.4 km，南














































































年 8月 25日と 2014年 9月 10日の豪雨事例を対象とし
た．浸水深度と浸水氾濫面積（メッシュ数）から検証し
た．前の図-1に東京東部低平地において 2007年 8月














































































































































































































































































全地域の降雨から 80 minのピーク湛水量は 248,876m3
となった．
表-3 全部降雨事例の数値統計
case番 強度 (mm/hr) 総雨量 (mm) 最大浸水深度 (m) 浸水面積 (メッシュ数) ピーク湛水量 (m3)
rain1 60 111 0.52 364 98,557　　
rain2 89 117 0.72 512 155,398
rain3 101 121 0.77 832 248,867
rain4 120 180 0.83 1072 284,031
rain5 145 201 0.96 1160 332,942
rain6 160 180 0.93 1278 369,640
rain7 65 469 1.12 727 399,446











































































20 mm/hrが一段階として増加し，60 mm/hrから 160
mm/hrまで 2007年 8月 25日と 2014年 9月 10日本研
究地域が発生した豪雨が含む 6事例の降雨データを抽
出した．東京で発生したことがない降雨の場合，長時
間降雨も考慮するために最大降雨強度 60 mm/hrと 90










































時間 80 minの降雨がピーク降雨図-11（a）の 1時間後
155,398m3のピーク湛水量が到達したことが確認出来





































































































































































































































































• 本研究において直径 500 mm以上の管路を抽出し
て，解析したが，全部の管路を考慮して浸水・氾
濫の解析を検討する．
• 本地域では外水氾濫発生しやすい地域ので，内・
外水氾濫の複合氾濫の研究を検討する．
• 東京東部低平地の将来の浸水氾濫リスクを評価す
るためにGCMデータなどを用いて将来変化につ
いて検討する等が挙げられる．
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